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は
じ
め
に

わ
が
国
の
男
女
間
の
賃
金
格
差
（
平
均
賃

金
の
格
差
）
は
長
期
的
に
は
縮
小
傾
向
に
あ

る
が
、
依
然
と
し
て
大
き
な
差
が
み
ら
れ
る
。

男
女
間
の
平
均
賃
金
の
格
差
に
は
、
性
差
別

の
み
な
ら
ず
、
職
種
、
職
階
、
勤
続
年
数
等

様
々
な
要
因
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
は
、企
業
の
雇
用
管
理
制
度（
の

運
用
方
法
）、
就
業
構
造
の
変
化
、
労
働
力

需
給
の
影
響
、
施
策
の
効
果
等
も
考
え
ら
れ

る
。こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
、

厚
生
労
働
省
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
二
〇
〇

〇
年
代
の
男
女
間
の
（
平
均
）
賃
金
格
差
の

水
準
、
変
動
の
要
因
に
つ
い
て
、
全
体
的
な

動
向
及
び
企
業
の
雇
用
管
理
の
影
響
に
つ
い

て
検
証
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
本
研

究
は
、
男
女
間
賃
金
格
差
に
つ
い
て
統
計

デ
ー
タ
に
よ
る
実
態
の
把
握
に
主
眼
を
お
い

た
研
究
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
、
二
〇
〇
〇
年
代

の
男
女
間
賃
金
格
差
の
規
定
要
因
の
分
析
結

果
を
紹
介
す
る
。
具
体
的
に
は
、
厚
生
労
働

省「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」の
個
票
デ
ー

タ
を
用
い
、（
１
）
わ
が
国
全
体
の
男
女
間
賃

金
格
差
（
賃
金
構
造
）
の
状
況
に
つ
い
て
、

賃
金
関
数
の
推
計
に
よ
る
分
析
を
行
い
、
そ

れ
を
も
と
に
（
２
）
平
均
値
で
み
た
男
女
間

の
賃
金
格
差
の
規
定
要
因
に
つ
い
て
、
男
女

間
に
生
じ
て
い
る
勤
続
年
数
の
差
、
年
齢
の

差
、
学
歴
分
布
の
差
、
企
業
規
模
分
布
の
差

な
ど
の
「
個
人
属
性
に
基
づ
く
格
差
」（
＝
属

性
格
差
と
も
呼
ぶ
）、
あ
る
い
は
、
例
え
ば

男
性
と
女
性
で
勤
続
年
数
が
一
年
増
加
し
た

と
き
の
賃
金
増
加
に
差
が
み
ら
れ
る
場
合
の

「
評
価
の
差
に
基
づ
く
格
差
」（=

非
属
性
格

差
と
も
呼
ぶ
）
の
い
ず
れ
の
影
響
が
大
き
い

か
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
①
各
時
点

で
の
男
女
間
賃
金
格
差
の
要
因
分
解
及
び
②

二
時
点
間
の
男
女
間
賃
金
格
差
の
変
動
要
因

に
つ
い
て
分
析
を
行
う（
１
）。
本
稿
で
紹
介

す
る
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
六
年
の

二
時
点
の
み
の
分
析
で
あ
り
、
そ
の
点
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
賃
金
関
数
の
推

計
、
男
女
間
賃
金
格
差
の
要
因
分
析
の
手
法

は
堀
（
二
〇
〇
二
）
や
川
口
（
二
〇
〇
五
）

等
を
参
考
と
し
て
い
る
。

１
．
全
体
の
男
女
別
賃
金
格
差
に

関
す
る
分
析

（
１
）全
体
の
男
女
別
賃
金
構
造
の
分
析（
賃

金
関
数
の
推
計
）（
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
六

年
）二

〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
六
年
の
「
賃
金
構

造
基
本
統
計
調
査
」
の
個
票
デ
ー
タ
を
用
い

て
、以
下
の
よ
う
な
賃
金
関
数
を
男
女
別（
及

び
男
女
計
）
に
推
計
を
行
っ
た
。

lnW
=α+ßX

j+u
lnW

：
所
定
内
賃
金
率
の
自
然
対
数　

X
j

：
年
齢
、
年
齢
二
乗
、
勤
続
年
数
、
勤

続
年
数
二
乗
、
学
歴
ダ
ミ
ー
、
企
業
規
模
ダ

ミ
ー
、
産
業
ダ
ミ
ー
、（
職
位
ダ
ミ
ー
、）
地

域
ダ
ミ
ー

な
お
、
職
位
（
役
職
）
に
つ
い
て
は
、
男

女
間
賃
金
格
差
を
議
論
す
る
際
、
重
要
な
要

因
で
あ
る
が
、「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

で
は
企
業
規
模
一
〇
〇
人
以
上
企
業
し
か
調

べ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
企
業
規
模
全
体

の
分
析
で
は
職
位
は
含
め
な
い
。
職
位
を
含

む
分
析
は
企
業
規
模
一
〇
〇
人
以
上
の
者
に

限
定
さ
れ
る
点
、
参
考
分
析
と
い
う
位
置
づ

け
と
な
る（
２
）。

紙
幅
の
関
係
か
ら
記
述
統
計
量
を
割
愛
し

た
が
、
主
な
特
徴
は
、
平
均
年
齢
、
平
均
勤

続
年
数
は
、
男
性
が
女
性
よ
り
大
き
く
、
二

〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
六
年
の
二
時
点
比
較
で

は
年
齢
の
男
女
差
は
縮
小
、
勤
続
年
数
は
拡

大
し
て
い
る（
３
）。
学
歴
は
大
卒
割
合
は
男

性
が
高
い
が
、
二
時
点
比
較
で
は
男
女
と
も

大
卒
割
合
が
高
ま
る
中
で
女
性
で
よ
り
上
昇

し
、
男
女
差
は
わ
ず
か
に
縮
小
し
て
い
る
。

企
業
規
模
は
女
性
で
小
企
業
割
合
（
水
準
）

が
高
い
が
、
二
時
点
比
較
で
は
、
男
女
と
も

小
企
業
割
合
が
低
下
し
て
い
る
中
で
、
女
性

で
よ
り
低
下
し
、
規
模
間
の
男
女
差
は
わ
ず

か
に
縮
小
し
て
い
る
。
産
業
別
に
は
男
性
は

製
造
業
、
女
性
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
割
合
が
最

も
高
い
。
サ
ー
ビ
ス
業
、
卸
売
・
小
売
業
，

飲
食
店
、
金
融
・
保
険
業
の
割
合
は
女
性
が

男
性
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
二
時
点
比
較

で
は
男
女
と
も
サ
ー
ビ
ス
業
割
合
が
高
ま
り
、

女
性
で
よ
り
上
昇
し
て
お
り
、
製
造
業
割
合

は
、
男
性
は
横
ば
い
（
微
増
）、
女
性
は
大

き
く
低
下
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
、
製
造

業
で
の
男
女
の
差
違
が
拡
大
し
て
い
る
。
地

域
別
は
男
女
と
も
関
東
Ａ
（
南
関
東
）
が
最

も
割
合
が
高
い
。
関
東
、
中
部
Ａ
（
東
海
）、

近
畿
の
割
合
は
男
性
が
女
性
よ
り
高
い
。
二

時
点
比
較
で
は
、
関
東
Ａ
、
中
部
Ａ
等
で
男

女
と
も
割
合
が
高
ま
っ
て
お
り
、
男
女
の
差

違
は
中
部
Ａ
で
拡
大
、関
東
Ａ
、近
畿
Ａ
（
京

阪
神
）
で
は
縮
小
し
て
い
る
。
企
業
規
模
一

〇
〇
人
以
上
に
つ
い
て
、
職
位
（
役
職
）
割

合
を
み
る
と
、
男
性
で
役
職
者
割
合
が
高
い
。

二
時
点
比
較
で
は
、
男
女
と
も
役
職
割
合
が

や
や
高
ま
っ
て
い
る
が
、
男
性
で
よ
り
高

男
女
間
賃
金
格
差
の
経
済
分
析

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
雇
用
戦
略
部
門
統
括
研
究
員　

藤
井
宏
一
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ま
っ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
男
女
差
が
拡
大
し

て
い
る
。
役
職
別
に
み
る
と
男
女
差
は
、
部

長
、
課
長
、
職
長
で
や
や
拡
大
、
係
長
、
そ

の
他
の
職
位
で
や
や
縮
小
し
て
い
る
。

１
）
企
業
規
模
計
（
職
位
を
含
ま
な
い
）
の

賃
金
関
数
の
推
計

一
般
労
働
者
全
体
の
賃
金
関
数
の
推
計
結

果
（
第
１
表
）
か
ら
、
男
女
別
に
賃
金
構
造

の
主
な
特
徴
を
み
る
と
、

年
齢
の
上
昇
が
賃
金
に
与
え
る
影
響
は
、

男
性
の
方
が
女
性
よ
り
か
な
り
大
き
い
。
な

お
、
男
女
と
も
年
齢
の
評
価
は
勤
続
年
数
よ

り
大
き
い
。
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
六
年
の

二
時
点
比
較
で
は
、
男
女
と
も
年
齢
の
一
次

項
の
係
数
が
低
下
し
、
年
齢
の
評
価
が
低
下

し
て
い
る
が
、
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
低
下

幅
が
大
き
い
た
め
、
年
齢
評
価
の
男
女
間
格

差
は
拡
大
し
て
い
る
。
勤
続
年
数
の
係
数
は
、

女
性
の
方
が
男
性
よ
り
大
き
い
。
二
時
点
比

第１表　賃金関数の推計結果（企業規模計、職位を含まない分析）

資料出所：厚生労働省『賃金構造基本統計調査』（2000、2006 年）個票データにより計算。
注：1）復元倍率による重み付けを行っている。
　　2）*,**,*** はそれぞれ有意水準 10％、5％、1％を示す。
　　3）男女格差＝男性の推定値－女性の推定値
　　4）産業分類は、2000 年「賃金構造基本統計調査」の産業分類（日本標準産業分類（平成 5年 10 月改定））による。
　　5) 企業規模は小企業 (5-99 人）、中企業 (100-999 人）、大企業 (1000 人以上）。
　　6) 地域区分は、北海道 ( 北海道）、東北（青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島）、関東A（埼玉、千葉、東京、神奈川）、
　　　関東B（茨城、栃木、群馬）、中部A（岐阜、静岡、愛知、三重）、中部B( 新潟、富山、石川、福井、山梨、長野）、
　　　近畿A( 京都、大阪、兵庫）、近畿B( 滋賀、奈良、和歌山）、中国（鳥取、島根、岡山、広島、山口）、四国（徳島、
　　　香川、愛媛、高知）、九州（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄）
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較
で
は
、
勤
続
年
数
の
一
次
項
の
係
数
は
、

男
性
は
わ
ず
か
に
高
ま
っ
て
い
る
が
、
女
性

の
係
数
が
よ
り
高
ま
っ
て
お
り
、
勤
続
年
数

の
男
女
の
差
異
は
、
女
性
の
評
価
は
や
や
拡

大
し
て
い
る（
４
）。
高
卒
を
基
準
と
し
た
学

歴
の
賃
金
に
与
え
る
影
響
は
、
男
性
よ
り
女

性
で
大
き
い
。
二
時
点
比
較
で
は
、
男
女
と

も
大
卒
、
短
大
卒
で
影
響
が
大
き
く
な
っ
て

お
り
、
中
卒
と
の
差
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る

が
、
大
卒
は
男
性
、
短
大
卒
、
中
卒
で
は
女

性
の
方
が
変
化
が
大
き
い
。
大
卒
で
は
男
女

の
差
異
は
、
女
性
の
評
価
は
縮
小
し
て
い
る
。

小
企
業
を
基
準
と
し
た
企
業
規
模
の
影
響

は
、
二
〇
〇
六
年
の
男
性
大
企
業
を
除
き
女

性
が
大
き
い
。
二
時
点
比
較
で
は
、
男
性
は

小
企
業
と
の
格
差
が
拡
大
し
、
女
性
は
小
企

業
と
の
格
差
が
縮
小
し
て
い
る
。
規
模
間
の

男
女
の
差
異
は
拡
大
し
て
い
る
。
製
造
業
を

基
準
と
し
た
産
業
に
つ
い
て
は
、
男
性
は
、

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
、
金
融
・

保
険
業
、
女
性
は
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・

水
道
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
順
に
高
い
。
女
性

は
全
産
業
で
製
造
業
よ
り
賃
金
が
高
い
が
、

男
性
は
運
輸
・
通
信
業
及
び
二
〇
〇
六
年
の

卸
売
・
小
売
業
，
飲
食
店
で
製
造
業
よ
り
低

く
、
そ
れ
以
外
は
製
造
業
よ
り
高
い
。
二
時

点
比
較
で
は
男
性
の
鉱
業
、
女
性
の
電
気
・

ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
、
金
融
・
保
険
業

第２表　職位を含む賃金関数の推計結果（規模 100 人以上）

資料出所：厚生労働省『賃金構造基本統計調査』（2000、2006 年）個票データにより計算。
注：1）復元倍率による重み付けを行っている。
　　2）*,**,*** はそれぞれ有意水準 10％、5％、1％を示す。
　　3）男女格差＝男性の推定値－女性の推定値
　　4）産業分類は、2000 年「賃金構造基本統計調査」の産業分類（日本標準産業分類（平成 5年 10 月改定））による。
　　5) 企業規模は中企業 (100-999 人）、大企業 (1000 人以上）。
　　6) 地域区分は、北海道 ( 北海道）、東北（青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島）、関東A（埼玉、千葉、東京、神奈川）、関東B（茨城、栃木、群馬）、
　　　中部A（岐阜、静岡、愛知、三重）、中部B( 新潟、富山、石川、福井、山梨、長野）、近畿A( 京都、大阪、兵庫）、近畿B( 滋賀、奈良、和歌山）、
　　　中国（鳥取、島根、岡山、広島、山口）、四国（徳島、香川、愛媛、高知）、九州（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄）
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で
製
造
業
と
の
格
差
が
拡
大
し
、
そ
れ
以
外

の
産
業
は
格
差
が
縮
小
し
て
い
る
。
関
東
Ａ

（
南
関
東
）
を
基
準
と
し
た
地
域
間
格
差
は
、

男
女
と
も
関
東
Ａ
が
最
も
高
く
、
二
〇
〇
六

年
の
北
海
道
を
除
き
、
各
地
域
で
男
性
の
係

数
の
マ
イ
ナ
ス
幅
が
女
性
よ
り
小
さ
い
（
女

性
の
方
が
関
東
Ａ
と
の
地
域
差
が
大
き
い
）。

二
時
点
比
較
で
は
、
女
性
の
中
部
Ｂ
、
近
畿

Ｂ
、
四
国
、
九
州
を
除
き
、
関
東
Ａ
と
の
差

が
拡
大
し
、
男
女
の
差
違
は
全
地
域
で
縮
小

し
て
い
る
。

２
）
職
位
を
含
む
（
企
業
規
模
一
〇
〇
人
以

上
）
の
賃
金
関
数
の
推
計

企
業
規
模
一
〇
〇
人
以
上
で
職
位（
役
職
）

を
含
む
賃
金
関
数
（
第
２
表
）
の
結
果
に
つ

い
て
職
位
の
効
果
は
、
部
長
、
課
長
、
係
長

の
賃
金
へ
の
影
響
は
女
性
の
方
が
男
性
よ
り

大
き
い
。
二
時
点
比
較
で
は
、
男
女
と
も
職

位
な
し
（
非
役
職
者
）
と
役
職
者
と
の
格
差

が
拡
大
し
て
い
る
が
、
課
長
以
外
は
女
性
の

方
が
男
性
よ
り
職
位
な
し
と
の
差
が
拡
大
し
、

職
位
の
男
女
の
差
違
は
、
女
性
の
評
価
が
拡

大
し
て
い
る
。

職
位
を
含
め
な
い
賃
金
関
数
の
分
析
と
比

較
し
、
年
齢
の
効
果
の
男
女
差
が
や
や
小
さ

く
な
り
、
勤
続
年
数
の
男
女
差
は
、
女
性
の

評
価
が
わ
ず
か
に
拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、

二
時
点
比
較
で
は
、
年
齢
の
男
女
の
差
違
は

や
や
拡
大
し
て
い
る
。 

  

（
２
）
二
〇
〇
〇
年
及
び
二
〇
〇
六
年
の
男

女
間
賃
金
格
差
の
要
因
の
分
析

男
女
間
賃
金
格
差
（
所
定
内
賃
金
率
の
自

然
対
数
値
の
男
女
差
）
は
、
企
業
規
模
計
で

二
〇
〇
〇
年
で0.3913

（
男
性
賃
金7.5289

―

女
性
賃
金7.1367

）、
二
〇
〇
六
年
で

0.3756

（
男
性
賃
金7.5190

―

女
性
賃
金

7.1433

）
で
こ
の
間
に0.0157

縮
小
し
て

い
る
。
企
業
規
模
一
〇
〇
人
以
上
で
も
二
〇

〇
〇
年0.3985

（
男
性
賃
金7.6128

―

女

性
賃
金7.2142

）、二
〇
〇
六
年0.3948

（
男

性
賃
金7.6037

―

女
性
賃
金7.2089

）
で

こ
の
間
に0.0037

と
わ
ず
か
に
縮
小
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
男
女
間
賃
金
格
差
の
規

定
要
因
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
。

①
一
時
点
の
男
女
間
賃
金
格
差
の
要
因
分
解

　

二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
六
年
の
男
女
間
賃

金
格
差
に
つ
い
て
、O

axaca

分
解（
５
）
に

よ
り
、「
属
性
格
差
」（
＝
男
女
の
年
齢
等
の
属

性
の
差
に
よ
る
生
じ
る
格
差
）、「
非
属
性
格

差
」（
＝
男
女
で
賃
金
の
評
価
に
差
が
あ
る
た

め
に
生
じ
る
格
差
、「
男
性
の
利
得
」（
＝
男
女

共
通
の
評
価
に
比
べ
男
性
で
よ
り
評
価
が
高

い
た
め
に
享
受
し
て
い
る
利
得
）
と
「
女
性

の
損
失
」（
＝
男
女
共
通
の
評
価
に
比
べ
女
性

で
よ
り
評
価
が
低
い
た
め
に
負
担
し
て
い
る

損
失
）
に
分
け
ら
れ
る
）
に
要
因
分
解
し
た

結
果
（
第
３
表
）、

１
）企
業
規
模
計（
職
位
を
含
ま
な
い
分
析
）

企
業
規
模
計
（
職
位
を
含
ま
な
い
分
析
）

で
は
、「
非
属
性
格
差
」
の
影
響 

（
寄
与
率
は

二
〇
〇
〇
年
で

五
四
・
五
四
％
、

二
〇
〇
六
年
で

五
六
・
一
六
％
）

が「
属
性
格
差
」

よ
り
若
干
大
き

い
。
ま
た
、
非

属
性
格
差
の
約

七
割
が
「
女
性

の
損
失
」
で
あ

る
。
個
別
の
要

因
を
み
る
と
、

「
女
性
の
損
失
」

の
年
齢
、「
男
性

の
利
得
」
の
年

齢
の
寄
与
率
が

非
常
に
大
き
く
、

次
い
で
「
属
性

格
差
」
の
勤
続

年
数
と
な
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、

男
女
間
の
年
齢

資料出所：厚生労働省『賃金構造基本統計調査』（2000 年、2006 年）の個票データにより計算。
注：1）復元倍率によるウェイト付けを行った推計による。
　　2）男女間賃金格差＝男性の賃金－女性の賃金
　　3）表の実際値は各要因の寄与度、割合の数値は各要因の寄与率。

資料出所：厚生労働省『賃金構造基本統計調査』（2000 年、2006 年）の個票データにより計算。
注：1）復元倍率によるウェイト付けを行った推計による。
　　2）男女間賃金格差＝男性の賃金－女性の賃金
　　3）表の実際値は各要因の寄与度、割合の数値は各要因の寄与率。

第３表　一時点の男女間賃金格差の計測結果（Oaxaca 分解）
１）職位を含まない計測

2）職位を含む計測（企業規模 100 人以上）
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に
対
す
る
評
価
の
差
違
が
賃
金
格
差
の
主
要

な
要
因
で
あ
り
、
次
い
で
勤
続
年
数
の
男
女

差
が
影
響
し
て
い
る
。

二
時
点
比
較
で
は
、
非
属
性
格
差
の
寄
与

率
が
や
や
高
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
男

性
の
利
得
」
の
年
齢
、「
女
性
の
損
失
」
の
年

齢
の
寄
与
率
が
大
き
く
高
ま
っ
た
他
、「
属
性

格
差
」
の
年
齢
の
寄
与
率
の
低
下
等
に
よ
る
。

２
）
職
位
を
含
む
分
析
（
企
業
規
模
一
〇
〇

人
以
上
）

企
業
規
模
一
〇
〇
人
以
上
の
職
位
を
含
む

分
析
で
は
、「
属
性
格
差
」
の
影
響
（
寄
与
率

は
二
〇
〇
〇
年
が
六
二
・
八
三
％
、
二
〇
〇

六
年
が
六
〇
・
二
四
％
）
が
「
非
属
性
格
差
」

よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
属

性
格
差
」
の
う
ち
の
職
位
の
要
因
の
影
響
が

大
き
い
。
つ
ま
り
、
男
女
の
役
職
比
率
の
差

も
男
女
間
賃
金
格
差
の
大
き
な
要
因
の
一
つ

で
あ
る
。
な
お
、
職
位
を
含
ま
な
い
分
析
と

比
べ
、
特
に
、「
女
性
の
損
失
」
の
年
齢
の
寄

与
率
が
低
下
し
て
い
る
。

二
時
点
比
較
で
は
、
非
属
性
格
差
（
属
性

格
差
）
の
寄
与
率
が
や
や
高
ま
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
「
男
性
の
利
得
」
の
年
齢
の
寄
与
率

が
大
き
く
高
ま
り
、「
女
性
の
損
失
」
の
年
齢

の
寄
与
率
が
高
ま
っ
た
他
、「
属
性
格
差
」
の

年
齢
の
寄
与
率
の
低
下
等
に
よ
る
。
な
お
、

「
属
性
格
差
」
の
職
位
の
寄
与
率
は
高
ま
っ

て
お
り
、
影
響
を
強
め
て
い
る
。

②
二
時
点
間（
二
〇
〇
〇
年
、二
〇
〇
六
年
）

の
男
女
間
賃
金
格
差
の
変
化
の
要
因
分
解

　

二
時
点
間
の
男
女
間
賃
金
格
差
の
変
化
に

つ
い
て
「
属
性
格
差
変
動
効
果
」（
＝
個
人
属

性
（
年
齢
、
勤
続
年
数
等
）
の
男
女
差
の
変

化
）、「
平
均
係
数
変
動
効
果
」（
＝
男
女
平
均

の
年
齢
等
の
賃
金
評
価
の
変
化
）、「
平
均
属

性
変
動
効
果
」（
＝
（
高
学
歴
化
の
進
展
等
、

男
女
共
通
の
平
均
的
な
属
性
変
化
）、「
係
数

格
差
変
動
効
果
」（
＝
男
女
間
の
係
数
格
差
の

変
化
）
に
分
解
す
る
と
（
標
準
的
方
法
）（
６
）

（
第
４
表
）。

１
）企
業
規
模
計（
職
位
を
含
ま
な
い
分
析
）

企
業
規
模
計
（
職
位
を
含
ま
な
い
分
析
）

で
は
、「
属
性
格
差
変
動
効
果
」
が
最
も
格
差

縮
小
に
寄
与
し
（
寄
与
率
七
一
・
一
三
％
）、

次
い
で
「
平
均
係
数
変
動
効
果
」、「
係
数
格

差
変
動
効
果
」
の
順
に
格
差
縮
小
に
寄
与
し

て
い
る
。
他
方
、「
平
均
属
性
変
動
効
果
」
は

格
差
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
。

個
別
要
因
で
は
（
定
数
項
を
除
く
と
）、

各
効
果
で
は
、「
属
性
格
差
変
動
効
果
」
で
は

年
齢
（
＝
年
齢
の
男
女
差
異
の
縮
小
）
の
効

果
が
大
き
く
、
次
い
で
産
業
（
＝
産
業
構
成

の
男
女
差
違
の
縮
小
）、「
平
均
係
数
変
動
効

果
」
で
は
、
勤
続
年
数
、
学
歴
、
年
齢
（
男

女
平
均
の
勤
続
年
数
や
学
歴
評
価
の
高
ま
り
、

年
齢
評
価
の
低
下
）、「
係
数
格
差
変
動
効
果
」

の
地
域
（
＝
地
域
間
賃
金
格
差
の
変
化
）、

勤
続
年
数
（
＝
勤
続
年
数
の
評
価
の
男
女
差

異
（
女
性
の
評
価
の
高
ま
り
））、「
平
均
属
性

変
動
効
果
」
の
産
業
（
＝
産
業
構
成
の
変
化

〈
男
女
間
賃
金
格
差
の
大
き
い
製
造
業
等
第

二
次
産
業
の
割
合
の
低
下
〉）
等
が
格
差
縮

小
の
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
他
方
、「
属

性
格
差
変
動
効
果
」
の
勤
続
年
数
（
勤
続
年

数
の
男
女
差
違
の
拡
大
）、「
平
均
属
性
変
動

効
果
」
の
年
齢
（
賃
金
格
差
の
大
き
い
中
高

年
層
の
増
加
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
）、「
係

数
格
差
変
動
効
果
」
の
年
齢
（
年
齢
評
価
の

男
女
差
違
の
拡
大
）、
企
業
規
模
（
規
模
間

評
価
の
男
女
差
違
の
拡
大
）
等
が
拡
大
要
因

第４表　二時点間の男女間賃金格差の変化に関する分解結果（標
準的方法）
１）職位を含まない計測

資料出所：厚生労働省『賃金構造基本統計調査』（2000 年、2006 年）の個票データにより計算。
注：1）Altonji and Blank(1999) の方法を用いた分解結果。
　　2）復元倍率によるウェイト付けを行った推計による。
　　3）二時点間の変化＝ 2006 年の男女間賃金格差－ 2000 年の男女間賃金格差
　　4）表の実際値は各要因の寄与度、割合の数値は各要因の寄与率。

２）職位を含む計測（企業規模 100 人以上）

資料出所：厚生労働省『賃金構造基本統計調査』（2000 年、2006 年）の個票データにより計算。
注：1）Altonji and Blank(1999) の方法を用いた分解結果。
　　2）復元倍率によるウェイト付けを行った推計による。
　　3）二時点間の変化＝ 2006 年の男女間賃金格差－ 2000 年の男女間賃金格差
　　4）表の実際値は各要因の寄与度、割合の数値は各要因の寄与率。
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と
な
っ
て
い
る
。

２
）
職
位
を
含
む
企
業
一
〇
〇
人
以
上

「
属
性
格
差
変
動
効
果
」
が
男
女
間
賃
金

格
差
の
縮
小
に
寄
与
し
、
そ
の
影
響
も
非
常

に
大
き
い（
寄
与
率
三
八
四
・
三
九
％
）。「
平

均
係
数
変
動
効
果
」
も
わ
ず
か
な
が
ら
格
差

縮
小
に
寄
与
し
て
い
る
。「
平
均
格
差
変
動

効
果
」
は
、
職
位
を
含
ま
な
い
場
合
と
異
な

り
、
格
差
拡
大
に
非
常
に
大
き
く
寄
与
し
、

「
平
均
属
性
変
動
効
果
」
も
格
差
の
拡
大
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

個
別
要
因
で
は
（
定
数
項
を
除
く
と
）、「
属

性
格
差
変
動
効
果
」
の
年
齢
、
学
歴
、
産
業
、

「
平
均
係
数
変
動
効
果
」
の
勤
続
年
数
、年
齢
、

「
平
均
属
性
変
動
効
果
」
の
産
業
、学
歴
、「
係

数
格
差
変
動
効
果
」
の
地
域
、
勤
続
年
数
、

学
歴
等
が
格
差
縮
小
の
主
な
要
因
で
あ
る
。

職
位
の
効
果
は
、「
属
性
格
差
変
動
効
果
」「
平

均
係
数
変
動
効
果
」
で
は
、
格
差
拡
大
要
因
、

「
平
均
属
性
変
動
効
果
」「
係
数
格
差
変
動
効

果
」
で
は
格
差
縮
小
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、「
係
数
格
差
変
動
効
果
」
が
格
差
拡
大

寄
与
と
な
っ
た
の
は
、
年
齢
評
価
の
男
女
差

違
の
変
化
効
果
が
職
位
を
含
ま
な
い
場
合
よ

り
大
き
い
こ
と
等
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
結
果
、
二
〇
〇
〇
年
と
二
〇
〇
六

年
の
男
女
間
賃
金
格
差
の
縮
小
は
「
属
性
格

差
変
動
効
果
」
が
主
な
要
因
で
あ
り
、
そ
の

中
で
は
年
齢
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
等
が
指

摘
で
き
る
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

ふ
じ
い
・
ひ
ろ
か
ず
／
労
働
政
策
研
究
・
研

修
機
構
統
括
研
究
員
。
東
京
大
学
経
済
学
部

卒
業
。
一
九
八
四
年
旧
労
働
省
入
省
、
経
済

企
画
庁
出
向
、
労
働
省
労
働
経
済
課
課
長
補
佐
、

連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
主
任
研
究
員
、

厚
労
省
労
働
政
策
担
当
参
事
官
室
労
働
経
済

調
査
官
等
を
経
て
、
〇
五
年
八
月
よ
り
Ｊ
Ｉ

Ｌ
Ｐ
Ｔ
に
出
向
、
現
在
に
至
る
。

〔注〕

mWln fWln mX fX
∗β mX mβ

∗β fX ∗β fβ
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